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5. 出稼の概観
イ．概況
出稼山村の経済構造（下） （生田）
「出稼」ということばは，正確には農民の「副業的季節移動労働力」の就業
形態をさしている。そうしてこの種の労働力は戦前のいわゆる半封建的地主
制のもとにおいては，かなりの零細な小作農民にとっては，必要不可欠な所
得源をなしていた。またこれらの農家と農業経営を再生産し維持する重要な
手段でもあった。さらには日本資本主義にとってもこの種の労働力は低賃金
条件を温存し，低賃金労働力を継続的に再生産し，かつ資本の高度の蓄積と
発展とを支える基盤でもあった，といえよう。以下出稼労働形態の主なる種
類を列記すればつぎのようなものである。
1)農林漁業関係＿地主農家の作男，作女。養蚕手伝。みかんもぎ。茶つ
み。田植。い草刈り。北方漁業出稼。
2)工業関係ー一酒造業，凍豆腐，かんてん製造業などへの冬期出稼。建設
労働。女子の製糸，紡績女工など。
3)商業関係，その他 富山，滋賀，奈良などの売薬行商。住込み店員。
女中など。
戦前のこれらの副業的季節労働力の就業形態は，日本資本主義の発展にと
もなって，その母村と出稼先との還流＝循環関係がしだいにたち切られて都
市に定着していった場合や，出稼労働力を需要した業種そのものが衰退して
いったものもみられるが，いずれにしても戦後も，少くとも昭和20年代の終
り頃まではやはり以前と同様な形態で残存していた，といえるであろう。
そうしてこれらの出稼労働形態＝業種のうち今日もなおつよく残存し，農
業生産と工業生産との時期的な相異を相互に補充し合い，特殊なしかも専門
的ともいえるような就業関係をきずきあげているのが，酒造業出稼である。
この出稼労働形態は一般に「杜氏」と呼ばれている。その労働力は全国では特
定地帯の水稲単作地帯の山間村を母村とするものである。戦前大正 7年の調
査によれば（副業的季節移動労カニ関スル調査），母村各地の酒造業出稼労働
カの実数は，丹波杜氏（兵庫）が14,889人と圧倒的に多く，つづいて，備中杜
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氏（岡山）＝3,505人，越後杜氏（新潟）＝3,160人，南部杜氏（岩手）＝1,726人，
伊予杜氏（愛媛）＝ 1,677人，加賀杜氏（石川）＝ 1,523人などとなり，合せて
32,000余人が主として11月から 3月までの冬期間に，各地の銘酒の産地で働
いていたのであった。
これから実態分析でとりあげるこの温泉町の酒造業への出稼の場合も，戦
前にはさきに示した丹波杜氏の中に含まれていたと考えられるが，戦後は一
般に「但馬杜氏」と呼称され労働力銘柄が与えられている。この地方は明治期
にはまだ丹波地方のように，このような酒造業への出稼も含めてそう多くは
なく，温泉町の場合もその実数はごく僅かであったといわれている。なぜな
らばまず第一にはこの村（町）の住民が冬場だけの出稼先＝雇用先を発見せね
ばならないという問題ももちろんあったが，同時に当地方から出稼に出る場
合の交通の便利がきわめて劣悪であって，そのために，そう遠方まで多数の
住民が出稼先を求めて出て行くことは不可能な条件におかれていたからであ
る（また当時の生活水準は必ずしも出稼就労を必須条件とするようなもので
はなかったらしく，自給自足的色彩がつよかったといわれる）。
明治45年に山陰線が開通するが，それ以前までは，酒造業を含めた出稼先は，主
として近くの鳥取地方に限定され， したがって出稼に出る人数も限ぎられて
いた，というのが当地の古老の話である。しかし山陰線が開通すると同時に，
せきを切ったようにそれを利用して出稼先を求めるものが増加し（もっとも，
これには単に交通条件の変化のみではなく，その背景には経済的条件の変化
＝出稼へのプッシュ要因があった）その出稼先の地域範囲は京阪神地方へと
拡がり，ひきつづいて近畿地方全体へと拡大していったのであった。
もっともこのようにして地域的に拡散していった当地方の冬期間を通ずる
長期間の出稼先の業種は，はじめのうちは酒造業が中心ではなく，凍豆腐製
造であった（むろん酒造業については丹波地方から出るいわゆる丹波杜氏に
労働市場をおさえられて，のび悩んでいたのが実情であった）。その間の事情
の一端は町内の照来地区の出稼状況の推移を示した第 1表がこれをあきらか
にしてくれている。表にもみられるように，戦後の昭和30年代に入るまで終
始一貫して凍豆腐製造への出稼人数が酒造業のそれを凌駕しているのである。
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凍豆腐の製造は周知のように昭和20年代の終りを迎えると，冷凍法の発達
による年中製造への移行や嗜好の変化に起因する需要の減退などの理由によ
って， しだいに冬期の労働力を必要しなくなっていった。このことは当然冬
期の出稼労働力市場の縮少に結びつき，当地方の出稼に大きな影響を与える
ものとなった。がそれに代替して酒類はこの頃に統制が撤廃されて，同時に
需要も増大していくこととなったのである。この代替効果として，凍豆腐製
造へのそれまでの出稼労働力はおのずと酒造業へと流れていくこととなって，
昭和30年代に入るとともに当地方の出稼先業種の交代劇が徐々に進行してい
くのである。その間の事情は前掲の第 1表と同時に，さらに第 2表とも比較
してみれば，適切に物語ってくれている。
第1表 出稼者の動向（照来地区：人） 第2表 出稼業種の変化（単位：人）
年次 総数 酒造 凍豆腐 その他 種 類 昭36年 昭38年
大正 3年 472 73 204 195 凍豆 腐 147 1 
昭和4年 675 96 353 226 酒 造 840 1,095 
5 661 96 353 212 
8 612 51 314 247 
会社，女中 264 151 
10 ？ 102 328 ？ そ の他 320 1 
12 ？ 188 246 ？ 合 計 1,571 1,148 
14 ？ 79 223 ？ 町役場資料による
18 ？ 102 294 ？ 
22 620 126 121 373 
24 546 148 226 172 
26 657 194 218 245 
30 578 295 112 171 
町役場資料による
以上のように昭和30年代に入ると凍豆腐から酒造業関係への出稼先の交代
が進むが，とくにこの年代中ばからの高度経済成長といわれる過程では．そ
の出稼人数は 1,000人の大台にのり，それをオーバすることとなったのであ
った。そうしてその後数年間．この酒造業への出稼形態は一応の定着をみせ
ることとなった。しかし．昭和42年以降になると若干の変化があらわれる。
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それは第 3表にみられるように，出稼者総数はあまり変化がみられないに
もかかわらず昭和41年をピークにして酒造業への出稼者数が人数的に漸減傾
向をたどってきたことである。この漸減傾向のなかに④男子の酒造業出稼人
数の減少，＠女子出稼人数の若干の増加，◎他業種出稼先への人数の急増と
いう内容がみられるのである。もっとも◎の他業種出稼先の急増といっても，
特定の業種が存在するわけではなく，これも強いてあげれば第二次産業の製
造工業部門の臨時エが多い，といえようか。 30年代後半からの高度経済成長
といわれる過程は，この種の不安定的な農村労働力の需要をつよめ，それが
出稼母村へ影響し，変化を強いた，ともいえよっ。
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第3表 出稼者数の変化（昭40年以降） （単位：人）
酒 造 そ の 他 合 計
年次
男 女 計 男 女 計 男 女 計
昭40年 1,058 30 1,088 61 85 146 1,119 115 1,234 
41 1,065 39 1,104 59 74 133 1,124 110 1,237 
42 972 49 1,021 157 149 306 1,129 198 1,327 
43 936 43 979 314 165 419 1,250 208 1,458 
44 820 60 880 308 111 419 1,128 171 1,299 
町役場資料による
さて以上にみたような酒造業関係への出稼人数の漸減傾向があらわれるこ
⑮最近この町の出稼者が応募していった業種の具体的事例を示せば．つぎのとお
りである（豊岡公共職業安定所香住出張所調査による）。
事例 1.
名鉄運輸株式会社
日給（実働 8時間） 2,000円
残業60時間した場合の月給（税込） 68,780円
，， 7。，，， 71,910円
，， 8。，，， 75,040円
，， 10゚，，， 81,300円
仕事の内容……荷物の整理，照合，荷役など
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ととなった，その要因はどこにあるのだろうか。一つにはまずいままでの出
稼労働者＝母村農民の老令化＝自然的な引退があげられよう。第二には新規
学卒者を中心とする若年労働力はこの山村よりほとんど離村流出し，都市に
就職してしまった結果，酒造業出稼労働力を新しく補充するものが皆無であ
るところに起因する。第三にはいままで酒造業にでていた出稼労働者が他の
業種へと出稼先を変更するところにも起因している。とくに出稼労働者のな
かでも年令の若い層において，この種の出稼労働にいまなお残存していると
ころの若千の封建的＝身分的関係を嫌って転職する事例も多いのである。
さて，最近（昭和44年）の出稼者を職種別人数で示したのが第4表である。
これによると男女とも酒造業出稼が圧倒的多数を占めている。
第4表職種別出稼者数
総 数
人 ％ 
酒 造 880(67. 7) 
繊 維 64(5.0) 
凍 豆 腐 63(4.9) 
早 乙 女 25(1. 9) 
蚕 種 20(1. 5) 
い草刈 り 10(0.8) 
そ の 他 237(18. 2) 
計 1, 299(100. 0) 
男 女 比 (lo. o) 
町役場資料による（昭44年度）
事例 2.
トヨタ自動車工業株式会社
基本日給（実働 8時間） 2,000~2,150円
月収 (1ヶ月25日間，昼夜二交代制）
残業30時間した場合 72,300~77, 700円
~ 50 ~ 79, 400~85, 400円
男 女
人 人
820 60 
28 36 
50 13 
4 21 
20 
10 
216 21 
1, 128 171 
(86.8) (13.2) 
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いずれにしてもまだ酒造業出稼が，この町の出稼形態の主体であり，この
町の農業生産と観光資源（温泉）と並んで，町の経済（生活）を支える三本
の柱の重要な一本を占めていることには間違いはない。以下で町内の典型的
な出稼村落である U部落を調査対象としてとりあげ，その個別農家＝主とし
て出稼世帯の実態をあきらかにしつつ，この部落の農家の農業経営と生活と
出稼とが経済的にいかなる相互関係をもっているかに分析をすすめていこう。
6. U部落の出稼形態
イ．その位置＝自然的，社会経済的条件
調査対象村落である温泉町U部落はこの町の中心である湯部落から西南部
よりに位置する（約10km)八田地区に属する62戸よりなる山間集落である。
山間に入りやや高台となった山峡の谷あいにたたずむ交通の便のきわめて悪
い典型的な僻村の一つである。一日わずかに 5便しか通わない山陰線の浜坂
駅へと通ずるバス便の停留所も，このU部落からは徒歩で40分はかかる（約
3km)。したがって当今では他の交通の便利の悪い山間僻村部落と同じく小型
トラックとか小型乗用自動車とかが生活必需品の一つとなりつつあるが，こ
の部落の場合必ずしも高くはない（普及率56%) あとで示されるように経済
的条件の劣悪さが，それを十分には許さないものと考えられる。とくに冬期
には積雪が例年 lm以上に及び，根雪となって 3月頃まで残雪するため，町
の中心部や近隣部落と通ずる道路が時々杜絶して陸の孤島となることもある。
したがって当然のことながう冬場のこの部落の生産活動は一切停止してしま
う，といっても過言ではない状態である。このような自然的，社会経済的条
事例 3.
川鉄コンテナー株式会社
日給 2,000円
基本月額 50,000円
残業 22,123円
控除額 9,558円
手取額 62,565円
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件は，この部落から近くの雇用先へ通勤を可能とする兼業形態をほとんど許
さず，冬期の出稼労働形態を必然化したものといえるであろう。
ロ．部落戸数，人口
部落の総戸数は現在62戸である。昭和44年までは 5戸多く 67戸存在してい
た。つぎの年の45年に入ってからこの部落にも挙家離村がはじまり．昭和46
年10月のわれわれの調査の時点では後継者のわからない老人世帯一戸はその
老人の死亡によって消滅してしまった。さらに45年度中に 4戸がひきつづい
て鳥取市と京阪神に新天地を求めて挙家離村してしまったのである。
この62戸のうち，農耕地を全く所有も経営もせず農業とはまったく関係の
ない世帯が3戸ある。この 3戸はともに老令世帯であり．そのうち 1戸は子
弟の仕送りでほそぼそと生活を送り．他の 2戸は老令婦人 1人家族の生活保
護世帯である。したがってこの部落はほとんどすべて農家世帯とみてよいの
である。
なお，この部落の現代の在籍人口（町役場への登録人口であり実在人口で
はない，実在人口はこの種の部落の例外ではなく若千減少する筈である）は
292人であり，一戸当り平均家族数は4.4人となる。この人口構成でとくに注
目すべきことは，若年労働力の流出の結果として，成長した子弟が都市に離
村就職してしまい，ふたたび核家族（？）に逆もどりしてしまった世帯が7戸
も存在していること (10％強にのぼる）， しかも今後ともこのような「核家族
への転落化」（このような表現方法が正しいかどうかは問題ではあるが）の可
能性をもつ世帯が，かなり多数にのぼることである。
ハ．農業経営の状況
この部落の水田経営面積は約30ha,普通畑の面積は383aである。農家一戸
当りの平均面積になおすと水田は約50a，畑は8aで田畑合わせて60aに足らず，
山間僻村の例にもれず零細である。
しかも農業経営の内容は，耕種生産では水田に水稲を植付けているのみで
あって，とくに他にみるべきものはない。もちろん普通畑の利用も自家用野
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菜の栽培さえ十分とはいえず需要に対しては不足気味である（とくに冬場の
野菜の消費を考慮すればそうである）。したがって耕種生産はきわめて単純な
水稲単作経営といってよいであろう。
当地域はいわゆる但馬牛の産地の中心地帯の一つであり，このような耕種
生産を代替あるいは補完する意味で繁殖牛の飼育が盛んである。繁殖牛の飼
育と仔牛の生産においてはこの町の中心部落の一つに位置づけられる。昭和
46年10月1日現在で62戸のうち58戸が（したがって農家全戸が繁殖牛を飼育
し飼育率は 100％である） 95頭の繁殖牛を飼育し (1戸当り 1頭のものが多
いが4頭を飼う農家もある，一戸当り平均では 1.5頭）仔牛を生産している
のである。
以上にみたようなあまりにも簡単明瞭な農業経営の内容であるから，その
経営成果を把握することも普通の場合ほど困難ではない。昭和45年度産のも
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のについて以下要約的に紹介しておこっ。水稲の作付面積は約30haで総収穫
量は1.6t (10a当りになおすと 387kgとなり平均的生産力からはかなり低位
にある。山間村の耕地条件の劣悪性に起因するものと考えられる），生産額に
すれば9,288千円であった。繁殖牛は年間を通じて62頭が飼育されており（前
記の95頭と若干の相違があるのは調査時点の相違と時点と期間との計算の相
違によるものである） 45年度ーケ年間に生産された仔牛出産頭数は49頭であ
った（出産率は84.5％となり，きわめて成績がよい）。その生産頭数49頭のう
ち，その年度中に39頭が農家の手によって売却されたが，調査時点では10頭
が未販売のまま農家に飼育されていた。販売された39頭の仔牛の総販売金額
は5,465千円であり，一頭当り平均では約14万円となった。これを加えて未
販売で現在飼育中の仔牛を一頭当が平均 9万円で時価評価をおこなえば（農
協営農指導員の当時の評価による） 10頭で合わせて90万円となり．さきの販
⑮以下の調査結果の数値は昭和46年10月に全戸の悉皆調査にもとずくものである。
62戸のうち前記の非農家 3戸を除外し， 59戸を調査対象としたが，そのうち 1
戸は対象者の事情から農業関係については調査不能で除外した。なお出稼関係
はさらに 5戸が調査不能となり後掲表のごとく 53戸となった。
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売牛の数値と合計すれば仔牛の生産額は 6,365千円となる。
これらの農業経営成果の数値をまとめて示せば第 5表のとおりになるであ
ろう。すなわち農業所得については米と仔牛についてのみ考慮し，一応所得
率などをも度外視し，かつ普通畑による自家用野菜栽培＝その消費やその他
の農産物（ほとんど存在せず皆無とみてよいが）を無視するとすれば，生産
額総計は15,653千円である。これを一戸当り平均でみれば約27万円である。
これはさきにもあきらかにしたように農業粗収益にすぎぬものであって，所
得率を考慮すればさらに数値は低下するわけである。いかにこの部落の農業
は零細であることか。
第5表 米と仔牛の生産状況
種 類 生産量
米 11.6 t 
年
販売 39 頭
未販売 10 ク
ムロ 計
聞取り調査結果より集計
ー 酒造業の出稼条件
A. 調査対象農家
生産額 10a当り (1頭）
9,288千円 387 kg 
5,465 14.3万円
900 9.0万円
15,653 
前述のとおり U部落の総戸数は現在（昭和46年10月） 62戸である。このう
ち非農家世帯は 3戸（既述）であり，この 3戸はわれわれの調査対象から除
外した。残り 59戸のうちその対象農家の事情によって農業関係の調査が不可
能となった農家が1戸（＝したがって農業関係についてのみでいえば58戸が
調査可能であった）。出稼その他の農外就労，所得関係の調査の不可能であっ
たものがさらに 5戸，合わせて 6戸が調査対象からのぞかれた。
なおこの調査不可能農家 5戸のうち 2戸（出稼者でいえば2人）はあきら
かに酒造業への出稼世帯であることが判明しているので，後掲の第 6表をみ
られればあきらかとなるように，酒造業への出稼世帯は50戸（出稼人数にす
れば55人，一世帯2人以上の出稼は 7戸である），それ以外の業種への出稼が
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6戸(12人），出稼者なしは 2戸となった。この最後の 2戸のうち 1戸は世帯
主の職員勤務農家であり，他の 1戸はたまたま45年のこの年のみ，世帯主の
病気の関係から出稼労働を断念した農家である。以上のような部落の実情か
らすれば出稼が可能なそうしてまた必要な農家はすべてなんらかの形態で出
稼と結びついている， 100％の出稼集落と呼びうる部落である。
すなわち，この部落の場合，ごく少数の恒常的な通勤兼業者の場合（第 6
表参照）は一応別として，農家世帯の中の高年令者（ここでは65オ以上とし
ておこう）と病弱者とを除いた男子生産労働力は，ほとんどすべて11月から
翌年の 3, 4月頃まで，約5ヶ月～ 6ヶ月間出稼に出る，という形態をとっ
ているのである。しかもこれら農家のうち50戸は酒造業関係への出稼であっ
て，この点からすれば，再びくり返すこととなるが，きわめて典型的な但馬
杜氏の住む集落と呼称されるべき部落といえよう。
B.出稼者の性格
この部落から出る出稼労働者は，すでにのべたように部落に住む恒常的通
勤者をのぞいて，また老令者，病弱者を除いて，生産年令に達した男子のす
べてを含んでいる。もともと昭和30年代のはじめ頃までは，この部落におい
ても，新規学卒の若年層の場合でも長男は大体家に残り，酒造業などの出稼
に働く親父のあとを継ぐという場合が一般的であった，といわれている。そ
の代り，男子の場合，長男以外の次男以下のものは，ほとんど離村就職して
しまって，結婚適令期に達すればその就職先で世帯をもち，村との関係を断
っていったのであった。なお女子の場合には学卒時に一時的に都市に離村就
職はするが，結婚適令期を迎えると，いったん帰村して花嫁修業をしたのち，
町内かあるいは県内外の郷里の関係者を通じて結婚するというパターンをと
っていたのであった（この点は一般的農村とそう変るものではなかったわけ
である）。
昭和30年代のはじめ頃より徐々に，そうして全般的には昭和30年代の後半
期から，以上のような従来の定着と流出のパターンはくずれていった。新規
学卒者の若年層の場合は，男子では次三男にかぎらず長男も全く同様に離村
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就職してしまい，出稼労働力の後継者となるものは，ごく少数の事例となっ
てしまったのである。女子の場合もまた，離村就職後一旦帰村するのではな
く，就職先からそのまま結婚への道を走るという形態が一般化することとな
った。
この点はすでに表にもみられるように④20代の青年でこの部落から酒造業
などの出稼にでているものはごく少数の数人を数えるにすぎないこと，＠出
稼者の中には世帯主が圧倒的多数を占めていること，◎長男の場合には，す
でに30年代のはじめまでに（すなわち旧来の世代交代のパターンの時代に）
出稼労働に就労しそれに定着した場合が多いこと，⑤次男の出稼就労の事例
が二，三みられるがこれは例外なく長男の死亡などによって，家を継いだも
のであり，実質的には長男と呼ぶべきものであること，R次三男以下の男子
労働力および昭和35年以降は女子労働力もほとんど離村就職してしまってい
ること，などの点にうかがえるのである。
C. 出稼先， 日数，収入，失業保険
この部落の酒造業とその他の業種への出稼先（＝就業先）は第7表のよう
になっている（府県別）。みられるように京都府内（伏見関係を中心とする）
がもっとも多く，つづいて県内（兵庫県）となる。両府県をあわせると70%
第 7表府県別出稼先（昭和45年）
出稼先
酒 、坦A 業 その他業種
実数 割合 実数 割合
京 都 19人 34.5% 1人 8.4% 
県 内 14 25.4 8 66.6 
奈 良 7 12.7 
島 札艮 4 7.2 
重 4 7. 2 
岡 山 3 5.4 
大 阪 1 1. 9 3 25.0 
鳥 取 1 1. 9 
和歌山 1 1. 9 
広 島 1 1. 9 
ムロ 計 55 100.0 12 100.0 
聞取り調査より集計
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を占めることとなるが，一方また他の県への出稼先のバラッキも大きいので
ある。これ、らの出稼先府県を数えれば近畿地方を中心に10府県にもまたがる
こととなる。
一般的には丹波杜氏の場合は灘五郷の酒造業との結びつきがつよく，さら
に伏見の場合も例外ではなかったが，但馬杜氏は伏見酒造業に徐々に割り込
んでいったといわれている。表は但馬杜氏が伏見酒造業との結びつきをつよ
めながらも，酒造業出稼への後進母村の一つとして（前出），出稼先の地域的
⑮1 
なバラッキが大きいという特色を示している。
つぎに年間を通ずる出稼期間 (45年度の日数）をみると第 8表のとおりと
なる。一番140日～160日の日数のところに人数が集中していることがわかる。
この部落の一般的な出稼の出発時点と帰村時点との状況を示せば10月の末頃
に稲作収穫作業を一応終えて， 11月に入るとすぐぼつぼつと出はじめる。そう
して年が明けたつぎの年の春苗代の植付けと水田稲作の田植までの準備作業
のはじまる 4月の中旬頃帰村する，という形態が一番多い。この間約 5ヶ月
⑪2 
から 5ヶ月半余り (150日～160日間）というのが出稼期間である。
したがって，この 5~6ヶ月間は，正月の 3日間の休暇と，近い雇用先で
は月一回程度，遠い雇用先ではニヶ月に一回程度の帰村休暇以外は部落に帰
ることはない。逆にいえば，この間この母村は部落に残された老令者，婦女
子，子供たちだけが住む，わびしい山村の生活が続くのである。
第 3に出稼関係でもっとも重要な出稼賃金の問題にうつろう。前の⑮にも
Rl．もともと酒造業者と酒造出稼者との雇用関係は，第 9表にみられるような役職
種類があり，「杜氏」は配下の「頭」と相談してそれ以下の役廻りのものを調達し，
一団のグループで契約関係のようなかたちで醸造の仕事を請負い報酬を得たの
であった。このような杜氏一頭を中心としたグループ関係は現在でも残存してお
り，雁用先＝出稼酒造業者は大体一定する形態をとっている。したがって毎年
雇用先が変化することはほとんどなく，調査結果によっても数年とか十年に一
度グループとの関係で出稼先を変更する，という事例が多い。
2.この出稼期間は以前より若干期間が延長し日数もふえたといわれる。これはす
ぐあとでふれる失業保険制度との関係からである。
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第8表 出稼収入階層別・日数別人数
酒 造 業 そ の 他 業 種
実数 割合 実数 割合
10-19万円 1人 1. 9% 人 ％ 
収 20-29 ， 7 12. 7 2 16.6 
入
30-39 ， 27 49. 1 5 41. 8 
階
層
40-49 ❖ 15 27.2 3 25.0 
別 50万以上 5 9. 1 2 16.6 
合 計 55 100. 0 12 100. 0 
100日以下 2 3.6 
日 101-120日 2 3.6 1 8.4 
121-140ヶ 5 9. 1 2 16.6 
数 141-160 ❖ 35 63.6 6 50.0 
161~180 ,, 10 18. 1 3 25.0 
別 181-200,,. 
201日以上 1 1. 9 
合 計 55 100.0 12 100.0 
聞取り調査結果より集計
記したように旧来の酒造業出稼者の受けとる報酬は，一般的には杜氏を中心
としたグループの請負賃金的な色彩をつよくのこし，杜氏や頭の採配でその
額が左右される場合が多っかったといわれている。しかし現在は旧来みられ
たような悪い意味の一種の封建的な関係は消滅し， したがって就労条件なか
んずく賃金条件は近代化され，ある意味では簡潔化したのである。
第9表は灘五郷の酒造業者と但馬杜氏組合とが協定した各職種別出稼労働
R 
者の一日当り賃金の推移である。出稼労働者はそれぞれ各人の能力＝職種に
応じた賃金にしたがって雇用関係を結び，その賃金が支払われることとなっ
ている。
前掲の第 8表には昭和45年度に部落の出稼が働いて得た収入＝賃金総額を
⑮職種別賃金は各地の酒造業組合と杜氏組合との間で毎年10月までに決定される。
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第 9表灘五郷酒造季節従業員の賃金協定の推移表
醸 造 部
職;---ーミ竺度 1 日 の
旧職名 新職名 35 36 37 38 39 40 41 
賃
42 
杜氏 杜 氏 任意 ,. ， ク ク ク 最1.低5頭倍以杜氏上補嬰佐絹 ， 
頭 杜氏補佐 726 856 950 1,050 1,220 1,330 1,630 1,850 
大師 麹主任 690 820 90 90 1,140 1,240 1,530 1,700 
上翫廻 酒母主任 66 786 870 960 1,110 1,210 1,500 1,680 
下翫廻 酒母係 612 734 810 80 1,020 1,110 1,400 1,570 
釜屋 蒸米係 612 734 810 80 1,020 1,110 1,400 1,580 
道具廻 整備係 545 65 730 70 90 980 1,250 1,440 
上 人 係員 A 484 580 650 690 810 890 1,170 1,360 
中人 係員 B 40 530 60 630 750 820 1,080 1,340 
門
43 
ク
2,330 
2,150 
2,130 
2,000 
2,010 
1,850 
1,760 
1,730 
(499) 15 
（単位：円）
金
“ 
45 
ク ， 
2,560 2,870 
2,360 2,670 
2,340 2,650 
2,200 2,510 
2,210 2,520 
2,030 2,340 
1,930 2,240 
1,900 2,210 
金額階層別，人員別に示したものである。調査対象個人々々の記憶にもとず
いた聞き取り調査という欠陥もあって，必ずしも正確な数字とはいえないが，
おおよその見当＝傾向はうかがえうるであろう。前の表にみられるように出
稼労働者の一日当りの賃金を，昭和45年の場合，大体平均 2,500円程度とお
おまかにおさえれば，出稼日数150日間では37.5万円， 160日間では40万円と
なる。さきにみた出稼日数の階層別人数の集中状況とこの表にみられる賃金
総額階層別集中状況とを同時に検討すれば，おおよそ35万円～45万円程度と
いうのがこの部落の出稼者の出稼期間中の収入となるわけである。
この項の最後として失業保険金の問題をまとめてしめくくろう。出稼者は
春を迎えた 4月はじめから中旬にかけて各地から一せいに帰村してくる。彼
らを郷里で待ちうけているのはなつかしき妻子であり，稲作農業をまつ大地
である。出稼者はふたたび山村での家族生活をとりもどし本来の農業＝水田
稲作経営に従事しながら夏を迎え，冬を迎える。この間 6ヶ月，出稼者は出
稼から失業することによって 3ヶ月の失業保険を受けとることとなる。この
保険金はまた出稼者にとっては重要な生活資金の一つなのであることを見逃
してはならないであろう。
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さて，この個々の失業者が昭和45年度の 3ヶ月間にどれだけの失業保険金
を受けとったかについては，今回の調査では正確な回答をえるには至らなか
った。その代りとして，職業安定所での（豊岡公共職業安定所浜坂出張所）
調査数値で補えば，一人一日約 1,300円程度の失業保険金が支払われている
結果となった。この数字を 3ヶ月間＝90日で単純に計算すれば，総額117,000
円となる。この数字はわれわれの聞き取り調査にもとずく回答数字とおおよ
そ一致する数字であった。
おわりに
以上，兵庫県北部但馬地方の一山村の一般的な経済構造を資料的に検討し
加えて典型的な出稼集落u部落の聞取り調査結果を紹介してきた。以下簡単
に問題点を整理し，結論としておきたい。
この調査結果からあきらかとなった第 1点は，このような条件におかれた
山村（一般に過疎地帯とよばれている）では，村の産業のあり方が一般に中
途半ぱであり，住民は所得獲得の場を多元的，多面的に求めていかねばなら
ない。この町の場合だと農業と観光と出稼との三本柱である。
第二点は，住民の生活の知恵からこの多面的な対応は一応のバランス（？）
がきずかれていることである。それは家族関係や就労日数，就労先，現金収
入などのすべての面にあてはまるであろう。たとえば所得の面でこの町の平
均的な所得をえている典型的な農家を例示すればつぎのごとくである。
条件 1.水田耕作面積 40a（稲作生産）
2.他に梨，タバコ，野菜，巻蚕のいずれかをプラスして経営する。
3.繁殖牛 1頭を飼育（仔牛一頭生産）
4. 出稼1人（男子世帯主） 11月～4月の160日間
以上のような条件を設定すれば
1.米の生産量 1,600kgで類収益20万円，所得率65％として13万円
2.梨，タバコ，そさい，巻蚕のいずれかによる所得 15万円
3.仔牛生産一頭による所得 7万円
4. 出稼所得 35万円
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5.失業保険金 10万円
6. その他雑所得 5万円
合計 85万円
しかし，第 3点として，以上にもみたように，このようなバランスをとり
ながらも山村の劣悪な諸条件は 100万円にも満たない所得しか保証しない。
これがさきに示したカッコつきのバランス＝アンバランス＝夫婦の半年間に
わたる分裂＝別居による過酷な生活の報酬なのである。
全国いたるところこのような山村は多い。そこに人は住み生活しているの
である。今日もまた若者は村を去り，老人はわびしく死を待ち，妻と子は雪
の下で夫，父親の帰りを待っている。矛盾は堆積しつつある。
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第6表 出稼関係一覧表（その 1)
農家番号 家族数
出 稼関係 通 勤関係 離村者
続柄年令業種出稼先日数収入 続柄年令職 種就業先 続柄内容就職先
人 世帯主 鳩才 酒造 岡山 140日 30万円 オ 長女 店員 大阪
1 3 長男 20 大工 大阪 140 36 長男 大工 京都
2 4 世帯主 49 酒造 京都 210 50 ク 学生 鳥取
3 5 ク 47 ・ ． 県内 180 45 長男 20 金属加工 浜坂 長女 結婚 ク． 58 ． 京都 150 ヽ 次男 工員 大阪
4 4 長男 28 運転手 県内 ク 50 三男 店員 ． 
世帯主 59 機械 県内 180 
“ 
次男 工員 ． 
5 6 長男 32 酒造 京都 ． 36 三女 緒婚 鳥取
世帯主 58 ． 県内 150 40 四女 ． 県内
6 5 長男 32 ． . ． 30
7 1 ． ． ． 島根 160 
“ 
次男 20 大工見習 浜坂
世帯主 70 晨機具 県内 150 20 
8 6 長男 39 酒造 ク 170 30 
世帯主 53 . 島根 140 25 ， 7 長男 38 ． 三重 140 25 
10 7 次男 ． ． 県内 150 20 
11 2 世帯主 46 ． 京都 120 45 長男 公務員 県内
12 2 養女 26 ． 奈良 160' 20 長女 工員 大阪
13 6 世帯主 52 ． ． ． 40
14 6 ク
“ 
． 県内 180 50 長女 工員 大阪
15 5 ． 
“ 
紡績 ． 150 20 次女 事務員 ク
16 3 長男 20 酒遣 京都 150 30 
17 2 世帯主 32 凍豆腐 ． 170 36 
18 6 ． 40 酒遣 岡山 150 30 次男 工員 大阪． 58 ． 県内 160 . 長女 ． 京都
19 6 長男 大工 神戸
9世帯主i 56 酒造 京都 100 30 次男 工員 奈良
20 4 長男 24 大工 県内 120 
“ 21 7 次男 32 酒遣 • 160 30 
2 4 ． M 繊維 大阪 150 35 
世帯主 63 酒造 京都 150 37 長女 工員 滋賀
23 3 長男 22 ． ． ． 35 次男 . 愛知
24 3 世帯主
“ 
． 大阪 ． ． 長男 大工 鳥取
世帯主 59 ． 県内 160 50 長男妻 29 メリヤス 町内 次男 事務員 県内
25 7 長男 32 . ． 180 40 三男 学生 京都
26 6 世帯主 40 み 奈良 160 30 ． 56 ク 岡山 ． 35
27 7 長男 渇 ，, 京都 130 ． 
28 5 世帯主 3 ク 夕 120 26 
聞取調査結果より集計 離村者とは昭和35年以降町外に離村したものをさす。
出稼山村の経済構造（下） （生田）
第 6表 出稼関係一覧表（その 2)
良家番号 家族数
出 稼関係
続柄年令業種出稼先日数収入
通勤関係
椛柄年令戟 種就業先
人 世帯主 討オ 酒造 京都 160日 35万円 次男 27オ 晨機具 町内
29 5 
世帯主 43 金属 県内 180 35 
30 3 
世帯主 48 酒造 島根 140 35 
31 5 
32 6 世帯主 40 酒造 奈良 160 45 
3 5 ク 47 ク 県内 180 40 
ク ク ク ク 150 41 
“ 
4 
35 5 世帯主 52 酒造 県内 170 50 長男 24 公務員 町内
ク 53 ク 京都 150 30 
36 3 
37 6 世帯主 37 酒造 京都 160 35 
38 6 ', 49 ク ク ク ， 
39 ク ク 56 ク ク ク 30 
40 2 ク 42 ク 奈良 150 25 
ク 58 ク 京都 ク 35 
長男 32 ク ク 180 40 
41 6 
世帯主 67 酒造 島根 100 16 
42 6 長男 39 ク 鳥取 150 30 
世帯主 59 ク 和歌山 ク 25 
43 6 長男 31 ク 京都 ク 30 
“ 
7 世帯主 35 紡績 大阪 160 40 
世帯主 50 団体職員 県内
45 5 
世帯主 57 電器 県内 160 35 
46 3 長男 25 酒造 広島 170 ク
47 6 世帯主 32 ク 京都 1160 ヶ
48 ク ク 42 ク 県内 ク 30 
49 ク ク 54 ク 奈良 150 40 長男 31 大工 県内
ク 63 ケ 二重 160 30 
50 5 長男 34 ク ク 170 40 
世帯主 48 鉄工 県内 150 40 
51 3 
52 6 世帯主 32 酒造 奈良 150 50 
ク 47 ク 二重 170 45 妻 40 土 I 町内
53 2 
(503) 19 
離村者
続柄内容就職先
長男 店員 大阪
三男 工員 ク
三女 ク 三重
長男 大工 県内
次男 ク ク
長男 学生 京都
次男 事務員 大阪
弟 店員 県内
長女 看護婦 鳥取
長男 工貝 神奈Il
長女 ク 鳥取
次男 学生 山梨
長女 工員 京都
次女 ク ク
次男 ＊エ 京都
三男 左官 ク
次女 美容 ク
長男 公務貝 県内
次女 事務員 大阪
次男 大工 県内
長女 店貝 大阪
弟 ク 県内
長男 工員 島根
長女 事務員 大阪
長女 事務員 大阪
長男 工員 県内
次女 美容 ク
聞取調査結果より集計 離村者とは昭和35年以降町外に離村したものをさす。
